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ビーインググループとの提携によってJapan.mp3.comを立ち上げ、本格的に日本でサー

ビス展開を始めるMP3.com。昨今のインターネットで大きな関心を集める音楽配信の

立役者である同社が、いよいよ日本にも上陸したのである。日本ではすでにソニーミュージ

ックエンタテインメントをはじめとする大手レコード会社が音楽配信に参入しているが、そ

の状況は成功と言えるまでには到達していない。一方でナプスター問題のように、インター

ネットによる音楽の流通は著作権の問題も抱えている。このような状況をMP3.comはど

う見ているのだろうか。同社の会長兼CEOであるマイケル・ロバートソン氏に話を伺った。

聞き手：編集部
Photo: Kikuchi Eiji

：MP3.comやナプスターのように、インター

ネットの音楽配信の出現によって、音楽産業

が変わろうとしています。こういった状況を

あなたはどのようにご覧になっていますか？

ロバートソン：インターネットによって音楽

産業はものすごい成長の時期に来ているの

だと思います。多くはその“恐怖”や“否

定的”な部分について焦点があてられてい

ますが、ビジネスとして現実的な成長の機

会があると思っています。

多くの人が「CDはなくなる」と口にし

ますが、われわれはそのようなことはないと

思っています。というのも、インターネッ

トの登場によって「雑誌を買う人はいなく

なる」と言われていましたが、それは真実

ではありませんでした。CDの場合はどうで

しょうか？　私はCDの場合も同じだと思

っています。ただ、CDをオンラインで買う

以上のことは起こると思っています。

いまでも人々はCDをオンラインで買っ

ていますし、これからはもっとCDをオンラ

インで買うようになるでしょう。それ以外

にも、CDとは違った方法でオンラインで音

楽を買うようになると思っています。

：それはCDを買うことと音楽配信サービ

スとが両立するということでしょうか？

ロバートソン：かつては、映画業界は映画の

公開によって劇場から得る収入しかなかっ

たわけですが、新しい技術が出現したこと

で収入の領域を増やすことができました。

たとえば、ビデオテープの販売、レンタル

ビデオのレンタル料、ケーブルテレビの放

映料、地上波テレビの放映料、衛星放送

の放映料といったように収入を得るための

新しい方法が出てきたわけです。視聴者は

7.5ドルを映画館で払い、ペイパービューサ

ービスに4ドルを払い、レンタルビデオに3

ドルを払い、ケーブルテレビに月額5ドルを

払うといったように、すべてが金を生み出

すのです。

音楽産業に関して言えば、CDの販売が

収益のほとんどを生み出しているわけです

が、無償で音楽が聴けるサービスだけでな

く月極めで音楽が聴けるサービスも同時に

あります。こういったものが音楽の新しい

収入の要因となり、インターネットによる

音楽産業の成長につながると思っています。

：MP3.comではいまおっしゃられたような

ことをすべてやっていますね。

ロバートソン：現在、無償で提供している

音楽については、ラジオ局のように広告で

収入を得ています。これ以外にもCDの販

売や月極めの有料音楽配信サービスなどを

提供しています。日本では現在のところ無

償の音楽配信以外のものは実現されていま

せんが、今後、Japan.mp3.comで提供し

ていく予定はあります。

われわれのビジョンとして、音楽を得る

方法はすべてインターネット上の音楽用の
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実際にはそんなに多くはないと思っていま

す。というのもB'zのようなメジャーアーテ

ィストが登録されることで、MP3.comのユ

ーザー数は増えてきます。そうなるとイン

ディーズを聴く可能性のあるリスナーの数

も増えてきます。

普通のCDのショップに行ったら、イン

ディーズアーティストのCDがB'zのCDと

一緒に並んでいることは非常に稀です。し

かし、MP3.comではB'zもインディーズア

ーティストも平等に自分のサイトを持って

います。これはインディーズアーティストに

とって悪いことではありません。

また、MP3.comにはリスナーが新しい音

楽を探し出す機能がたくさんあります。た

とえば私が気に入っている機能に“ステー

ション”があります。

ステーションはMP3.comのユーザーが自

分の選曲を登録できるサービスです。各ア

ーティストのサイトにはステーションのペー

ジがあり、そのアーティストの曲を含む選

曲をほかのユーザーが聴けるのです。たと

えば、あなたがオフスプリングが好きなら

ば、オフスプリングのサイトのステーション

のページに行くと、オフスプリングの好き

定です。これはMP3.comと提携している

携帯電話関連の会社と共同で開発を進め

ています。

長期的な計画としては、どんな携帯電話

でもウォークマンのようにしたいと考えてい

ます。たとえば、携帯電話で通話をしてい

ないときにインターネットからデータをダウ

ンロードして、聴きたいときに携帯電話で

音楽を聴けるようにすることなどです。

：記者発表であなたは「MP3.comはアーテ

ィストを非常に大事にする」と繰り返して

いました。MP3.comに登録されているアー

ティストの大半はインディーズといわれる大

手レコード会社と契約をしていないアーティ

ストです。一方、ビーイングとの契約によっ

てスタートしたJapan.mp3.comのように、B'z

に代表されるメジャーなアーティストの登録

も進んでいます。メジャーアーティストが入

ってくると一般リスナーがメジャーアーティ

ストに流れてしまうという傾向があるかもし

れません。こういったことにインディーズア

ーティストからの反発はないのですか？

ロバートソン：反発はなくもないのですが、

個人アカウントに集約されるようになると

考えています。無償で提供される音楽、CD

の購入、Beam-it [※]によるCDの登録、月

極め有料配信といった音楽に関するすべて

がインターネット上の1つの場所に集約され

て、携帯電話や自動車、家、オフィスといっ

たインターネットにつながるすべての場所から

アクセスできるようになります。

ですが、いまもっとも大きなハードルは

バンド幅です。たとえば自動車にはまだ家

にいるように音楽を届けることはできてい

ないのです。

：日本は携帯電話大国で携帯電話ビジネ

スが非常に注目されています。実際に音楽

配信も始まっているのですが、いまおっしゃ

られたMP3.comとしての携帯電話へのアプ

ローチについてお話しいただけますか？

ロバートソン：一例としてソングトン

（Song-Ton）というサービスを考えていま

す。MP3の音楽を着信用のメロディーとし

て携帯電話にダウンロードできるようにす

るサービスです。ソングトン対応の最初の

デモ用の携帯電話機は近いうちにできる予

マイケル・ロバートソン

MP3.comの創設者で同社会長兼CEO。カリフォルニ
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な他のユーザーの気になるアーティストが

わかるのです。このなかにはインディーズア

ーティストの曲もあるはずなので、ユーザ

ーは新たな音楽を発見できるわけです。

：あなたはサイト上でユーザーに対して3つ

の質問をしています。「音楽ファンが自分で

買ったCDの音源をどんなデジタルデバイス

上でも聴けるか？」「CDを買った人は簡単

にアクセスできる場所に音源を保存できる

か？」「CDを買った人は買ったCDに収めら

れた“音楽”自体を所有するのか？　そう

だとすれば、音楽を所有することに対して追

加料金を払う必要はあるのか？」というも

のですが、これらの行為はすべて不可能なこ

とだということでしょうか？

ロバートソン：答えとしては、米国において

現在では残念ながら“イエス”です。われ

われはいま規制と戦っているところです。

というのも、質問で述べた行為が不可能だ

というのは意味のないことだと思っている

からです。

音楽産業にいる多くの人々が「ナプスタ

ーは悪い」と言っていますが、それは本当

にそうなのでしょうか。なぜ悪いと言って

いるかは理解できるのです。というのも経

済モデルとして不適当だからです。ですが、

こういった問題を知らない14歳ぐらいの子

供に「ナプスターは悪い」と単純に説明で

きますか？

音楽産業に携わる多くの人はよく海賊行

為を想定して話しますが、海賊行為に対抗

する方法とは、人々に正しいことをさせる

ような経済モデルを考慮していることだと

思います。

このように、私が掲げた3つの質問は、

日本でも考えなければならない重要なこと

だと思いませんか？

：最後に2つの質問させてください。まず、

MP3.comという名前でサービスをしています

が、今後、新しい技術が出てくることによ

って、MP3以外の音楽フォーマットを選択

することがありますか？　また、音楽以外の

エンターテインメント、たとえば映像やゲー

ムといった新たなビジネス分野に進出するこ

とはありますか？

ロバートソン：MP3以外の音楽フォーマッ

トについては、もちろんどんな技術でも採

用します。ただ、それはユーザーが決める

ことだと思っています。われわれの責任は

新しい技術にスムーズに移行させることな

のです。

MP3.comという名前については、タワ

ーレコードを想像してもらうとわかりやす

いと思います。いまタワーレコードに行っ

て“レコード”を買いますか？　タワーレ

コードというのはすでにブランド名なので

す。MP3.comというのもそれと同じです。

それから、映像のような新しいエンター

テインメントの提供についてですが、われ

われはそういう技術は持っています。サー

バーやコンテンツ、セキュリティー、個人

アカウント、集金などを管理する機能を提

供できます。

しかし、われわれが本当に望んでいるの

はバンド幅です。なぜなら、もし音楽が10

のバンド幅を必要とすると映像は100もの

バンド幅が必要になります。現在は音楽を

やるのがやっとです。それに、携帯電話や

自動車にも音楽を提供できていません。音

楽に対しても十分ではないので、映像配信

を始めるのは時期尚早だと思っています。

：ありがとうございました。

※ ユーザーが持っているCD音源をMP3.comからストリー
ミングで聴けるようにするサービス。ユーザーはCD音源を
MP3などのフォーマットにエンコードする必要はなく、持って
いるCDを使ってMP3.comに登録するだけで、MP3.com側
で用意されたMP3ファイルを聴けるようになる。これに対し
てレコード会社などから猛反発があったが、現在は和解し
て協力関係を築き、有料のサービスとして北米のみで提
供されている。
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